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	チャットGPT基礎
	（例）企画書を作成する時の流れ
	①　最初に役割を与える
	〇〇の為の企画書を作成します。 あなたは〇〇の専門科です。

	②　質問を繰り返す
	一気に多くの情報量が出てくるので まずは１つに絞って質問を繰り返す

	③　まとめてもらう
	ある程度情報が出尽くしたら 企画書にまとめるよう指示をする

	④　データを出してもらいして修正
	内容をWordにコピーするか、出力してもらって、最終の修正を行う



